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位置付け
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欧州三大建機展のひとつ。

三大建機展とは、

ドイツ
 

bauma at  Munchen

フランス
 

Intermat at  Paris

イタリア
 

Samoter at  Verona 

これらを一年毎に順次開催。

（イタリアの年には、アメリカでCONEXPOも開催）
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bauma 2004から、Miningを追加

今年はbauma+mining 2007として開催
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出展面積の伸びている国
 

；

トルコ・・・前年比2倍

ロシア・・・前年比5倍

中国・・・・前年比7倍

今年のキーワード ；効率・安全性の向上、環境に配慮した最新技術、

オートメーション化



日本勢



コマツ



今年のﾃｰﾏは’Ｃall the experts ‘ということで、皆様にｺﾏﾂはｴｷｽﾊﾟｰﾄ
 だと呼んでいただけるよう、建機総合ﾒｰｶとして幅広い分野を想定した
 機械展示としました。加えて、さまざまな種類の建機を展示する中でも
 ﾃﾞｻﾞｲﾝをはじめとしたﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞの統一感が感じられるようにしまし

 た。全展示機種48機種のうち12機種は新商品（ﾓﾃﾞﾙ)で、ﾌﾞｰｽ展示の
 ほかﾃﾞﾓｴﾘｱを設け、実際に動いている建機を見ていただくｽﾍﾟｰｽも設
 けました。

ｵｰｿﾄﾞｯｸｽな展示ではありますが、展示に際しては、建設機械として
 の展示のほか、ﾏﾃﾘｱﾙﾊﾝﾄﾞﾗｰ、解体機械、都市土木・造園緑化、道路、

 ﾘｻｲｸﾙ、林業、鉱山用といった各分野向けに、油圧ｼｮﾍﾞﾙ（ﾐﾆ～大型、
 ﾘﾀｲ式/ﾎｲｰﾙ式）をはじめ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、ﾎｲ-ﾙﾛｰﾀﾞ、ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ、ﾊﾞｯｸﾎｰ

 ﾛｰﾀﾞ、ｽｷｯﾄﾞｽﾃｱﾛｰﾀﾞ、環境機械…といった様々な種類の機械をｱﾀｯﾁ
 ﾒﾝﾄ、仕様車も含め、集合展示いたしました。

ﾌﾞｰｽ内では、細かいところになりますが、立体映像ｺｰﾅや、ﾛﾎﾞｯﾄと
 いった新趣向も入れて、訪問いただいたすべての皆様に楽しんでいた

 だけるよう配慮いたしました。



Product Model No

油圧ｼｮﾍﾞﾙ
PC138US-8, PC228USLC-3, PC210-8MH, PC210LCD-8 mono boom,
PC210LC-8, PC240LC-8, PC290NLC-8,
PC350LC-8, PC450LC-8, PC450LCD-7 high reach, PC1250-8

11 (3)

ﾎｲｰﾙHE PW140-7, PW160-7, PW180-7 3 (0)

ﾐﾆHE
ﾐﾃﾞｨHE

PC09-1, PC14R-2HS, PC18MR-2, PC20MR-2, PC27MR-2, PC30MR-
2, PC35MR-2, PC50MR-2, PC88MR-2, PW98MR-2

10 (2)

ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ
WA250PZ-5, WA380-6 WH, WA430-6, WA470-6,
WA500-6 log grapple, WA600-6

6 (2)

ﾐﾆW/L WA70-5, WA80-5, WA100M-5 3 (0)

ADT, RDT HM300-2, HD785-7 2 (1)

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ D51EX-22, D51PX-22, D155AX-6 3 (3)

環境 BR380JG-2 1 (1)

SSL SK510-5, SK714-5, SK818-5, CK25-1 4 (0)

BHL WB93R-5, WB93S-5, WB97S-5 3 (0)

TH WH613-1, WH716-1 2 (0)

展示機種
 

48モデル
 

（新商品
 

12）



コマツブース

ｺﾏﾂ屋内ﾌﾞｰｽ全景



コマツﾃﾞﾓﾌﾞｰｽ風景



コマツ

館内および屋外のデモ会場。

デモは日本と異なり、高度でスリリングな内容であった。



屋内ﾌﾞｰｽ写真（植物を配した演出）



CGｼｱﾀｰ(立体映像)



ﾛﾎﾞｯﾄ



コベルコ建機（株）



今回は、NEW HOLLAND ﾌﾞﾗﾝﾄﾞとして“BUILT AROUND YOU” 
をﾃｰﾏにTier３に対応した新モデルを中心に幅広く展示を行いました。

中でも写真にあります２０ｔｸﾗｽの新型SRモデルの SK225SR／
 SK235SRは、標準形ショベルSK200-8で確立した低燃費技術の投入

 は勿論の事、ＩＮＤＲ（Integrated Noise & Dust Reduction）という画
 期的な新構造を採用し、これまでにない『極低騒音』および冷却機器の
 『清掃性』を両立しました。この他にも居住空間を拡大したキャビン、

 様々なメンテナンスを地上から行なえるよう改善した機器レイアウト等、
 正にコベルコの持てる技術を投入した機械となっております。また従来

 以上に標準形ショベルとの共通化を進め、多くの主要機器が標準形と
 共通化された事もサービスを担当される皆様にとって見逃せない点で
 あります。

今回のＴｉｅｒ３対応の新機種はお客様にとって『支出を削減し、収入を
 アップさせる』機械として、大きな満足を得られると確信しております。



KOBELCO SK235SR（NHK E235SRB）

極低騒音
 

INDR



KOBELCO SK235SR

極低騒音
 

INDR



KOBELCO SK200（NHK E215B）

多間接アッタッチ装着仕様



住友建機製造（株）



①－１
 

ＣＡＳＥ



①ー２
 

ＣＡＳＥ
 

ＣＸ７００



ＣＡＳＥ
 

ＣＸ８００
 

デモ
日本では主催者が絶対に許可しないようなアトラクションが

 行われている。やはり自己責任の地域性である。



①－３
 

ＣＡＳＥ
 

ＣＸ７００



①ー４
 

ＣＡＳＥ

ＣＸ３３０
 

高所破砕機



新キャタピラー三菱（株）



展示テーマ
Ｙｏｕｒ

 
ｓｕｃｃｅｓｓ

 
Ｏｕｒ

 
ｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔ

（成功をもたらすこと
 

それが私たちの使命）

キャタピラー社は、ドイツのディーラＺＥＰＰＥＬＩＮ（ツェッペリン）社と共
 催。屋内外に１１，０００平方メートルを超える展示エリアを確保し、６０
 種類を越える製品やプロダクトサポート関連商品を出展した。



屋内では、①一般土木、②道路整備、③重土木、④鉱山砕石の
 ４つの業種ごとに製品を配置。

 プロサポコーナではリマン部品や、保証つき中古車の実物とし
 て１９８４年製の７６９Ｃなどを展示。

 また、中央のステージでは縦長の大型スクリーンと、ダンサー
 によるパフォーマンスショーを行い、来場者の関心を集めていた。



屋外ではレンタル会社のＭＶＳ
 

ＺＥＰＰＥＬＩＮ社が、ＣＡＴレンタル
 の取り扱い製品を中心に紹介。

また、レンタルショップの横にはモトクロスバイクを使ったレース
 である「スーパークロス」のジャンプ台を設置。

ミニ建機のデモの後には、３人のライダーたちが驚くようなアク
 ロバチックなジャンプを繰り広げ、来場者の歓声を受けていた。

 「ここまでやるか」とも思えるショーだが、注目度と見学者数は他
 社を圧倒し、キャタピラーブースは人だかりが絶えなかった。



会場内のモニターには「３６０°Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ」を紹介する映像が盛
 んに放映されていた。これは、製品、金融サービス、プロサポ、保
 証のあらゆる面から、お客さまのお仕事を支えるソリューションを
 提供するというもの。

もちろんＣＡＴグッズショップも２ヵ所に設置され、商品を買い求める
 人たちで、常にあふれかえっていた。



世界中から押し寄せる報道関係者に対応するために、専用のプ
 レスセンターも設置。さらに、キャタピラーとツェッペリン社のお得
 意さまだけが利用できる飲食スペースを階上の見晴らしがいい

 場所に設置するなど、ユーザの満足度を向上させる設備も。



会場中央のステージには、高さ１５メートルほどの縦長の巨大スクリーンと、ダンサー

 がパフォーマンスを行うための設備を設置。 １日５回程度行われるショータイムでは、

 巨大スクリーンで開始３６０秒前からカウントダウンを開始。大音量のビートサウンド

 と照明の中で、巨大スクリーンに映し出される映像と合わせて、５人のダンサーがパ

 フォーマンスを披露、観客の拍手喝采を浴びていた。 一見、ただのパフォーマンスの

 ようにも見えるが、巨大スクリーンに映し出されるＣＡＴ建機の稼動映像に合わせた

 動きを見せ、製品の力強さを強調していた。さらに、「３６０°Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ」の映像に合

 わせて、観客に印象付けさせるといった演出。



明石事業所で生産され、日本で発売開始になったばかりのＣ６．４Ａ
 ＣＥＲＴエンジンを搭載した３２０ＤＬが、さっそく展示されていた。

 屋外も含めて多数油圧ショベルを展示していたが、その生産国は
 日本、フランス、ベルギーの各地。



相模事業所で生産された後方小旋回型ミニ油圧ショベル３０
 ５ＣＣＲと３０３．５ＣＣＲ。

 その他英国製も展示。



ミニ油圧ショベルの需要が高いヨーロッパでの展示とあって、来場
 者は興味深げに製品を観察していた。

 また、ちびっ子連れの来場者が運転席に子供を座らせて喜ばせる
 様子も見受けられた。

 ミニ建機のちびっ子人気は万国共通？？



プロサポコーナーでは、リマン部品の実物カットモデルとして、
 エンジンや油圧シリンダ、ターボチャージャなどを展示。

 また、油圧ショベルのバケットに装着する様々な種類のツー
 スの実物を展示し、その特長や装着方法を実演していた。



足回りのカットモデルや、プロダクトリンクシステムを説明するジ
 オラマも展示していた。Ｃｅｒｔｉｆｉｅｄ

 
Ｕｓｅｄとして、保証つきの中古

 車として７６９Ｃダンプトラックと９５０ＧⅡホイールローダの実物
 を展示。 ７６９Ｃは１９８４年に製造されたもので、稼働時間は１
 ６，２１６時間。本体フレームなどはそのままに、エンジンやパ

 ワートレーンの一部を交換した様子を、車体上部からも確認す
 ることが可能。



（株）クボタ



クボタの製品展示は、限られたスペースですので、デモなど動きの
 ある見せ方はできませんでしたが、ミニバックホーで標準機０．８ｔか
 ら８ｔまで９型式、後方超小旋回機１ｔから５ｔまで６型式の合計１５型

 式を展示し、ミニ業界一の機種揃えの多さをアピールしました。
 更にホイルローダで３型式、キャリア２型式も展示しており、ミニ建機

 専業メーカとしてお客様に強く認識して頂きました。
 ミニバックホー各社展示の傾向として、

 ①後方超小旋回機の品揃えのＰＲ
 ②省エネや排ガスといった環境に対する意識の高まりによる電気

 式・ハイブリッド式建機の展示
 ③様々なアタッチメントを装着し、汎用性の高いツールキャリアとし

 ての展示等がうかがえました。
 クボタでも、展示の目玉として

 ①アタッチメント用の外部油圧取り出しシステムの変更を行い、建機
 としての汎用性向上や

 ②昨年クボタで初めて市場投入した８ｔ機に今年は新たにツーピー
 スブームを採用し作業性向上のＰＲを行い、

 訪問するお客様は多く、連日かなりの賑わいでした。



クボタの展示ブース



クボタの展示ブース（２階からの様子）23機種を建物を中心に扇状に
 展示

 
0.8tから８ｔまでのバックホー、ホイルローダ、キャリア



1.5tと3t標準機。共にmade in Germany



輸出専用機（8t ツーピースブーム仕様）



日立建機（株）



日立建機は、ドイツにおける代理店KIESELと共同出展

ミニショベルZX08 SRB（機体質量1.1トン、バケット容量0.022m3）か
 ら、超大型油圧ショベルEX5500(運転質量520トン、バケット容量

 29m3）に至るまでの、クローラタイプ及びホイールタイプの油圧ショベ
 ルを30台近く展示、またモデルチェンジ直後のホイールローダ5機種も
 ラインアップに加えた。



また、コンセプトマシンとしてのバッテリーショベルや、世界的に有名に
 なりつつある、「豊かな大地をよみがえらせる」地雷除去機も同時に展
 示、油圧ショベルの持つ可能性をアピールした。



ブース全景





日立建機
 

ＥＸ５５００

世界的な鉱業の活況に伴い、今回注目を集めた中の一台と言
 える。



欧州では稼動比率の高いホイール式ショベルの新製品の展示

（排ガス3次対応機）



今話題の、「豊かな大地をよみがえらせる」地雷除去機



クイックヒッチ付きのハイリフトフロント



バッテリー式ショベル



竹内
 

バッテリーショベル
 

プロトタイプ

エンジン音がないため極めて静かな機械である。
 逆に油圧音の大きさを再認識させられる。



DOOSAN ハイブリッド

今回意外に少なかったハイブリッド技術を紹介（ビデオのみ）



欧州勢



TELEX O&K



ＴＥＲＥＸ社は超大型油圧ショベルのＲＨ３４０－Ｂ（運転質量５５０
 トン、バケット容量３４立方メートル）は、バウマナンバーワンの巨
 大ショベル。運転席上部までの高さは８．８メートル。



②－７
 

ＴＥＲＥＸ



O&Ｋ大型ｼｮﾍﾞﾙ昇降部



老舗O&Kの超大型機もTEREX傘下となっている



O&Ｋ大型ｼｮﾍﾞﾙの足回りの工夫（ﾘﾀｲｻ
 ﾎﾟｰﾄとｸﾛｰﾗﾌﾚｰﾑ回りの土砂堆積対策



O&Ｋ大型ｼｮﾍﾞﾙの作業機補修用のﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎｰﾙ



③ー５
 

ＴＥＲＥＸ



LIEBHERR



海外メーカー機、応用系の珍しい機種・機器

ＬＩＥＢＨＥＲＲ（リープヘル）社は地元での開催とあって、非常に力が
 入った展示を実施。

屋外展示場にブースというよりパビリオンといった規模の専用建物を
 設置し来場者を迎える。同社は建機・クレーンのみならず、航空機関
 連や鉄道車両などの製造も手がけている



ＬＩＥＢＨＥＲＲ超大型ダンプトラックＴＩ
 

２７４（最大積載容量
 ２９０トン）は、バウマで展示されているダンプトラックの中で
 は最大。



ＬＩＥＢＨＥＲＲ超大型ダンプトラックの横には、これまた超大型油圧ショ
 ベルＲ９２５０（運転質量２５０トン、バケット容量１５立方メートル）。

稼動現場に応じて油圧駆動と電力駆動の使い分けが可能。



Liebherr 9250（安全対策）



Liebherr 9250（昇降ﾗﾀﾞｰ）



Liebherr 9250（作業機ｻｰﾋﾞｽﾎｰﾙ）



②ー６
 

ＬＩＥＢＨＥＲＲ



③ー３
 

ＬＩＥＢＨＥＲＲ

スクラップローダー



リープヘルR９２５０

毎回、重ダンプとコンビで展示されているシンボル的
 な機械。日に数回エンジンを掛け、ブームを上げ下げ
 するだけで人だかりができる。



リープヘルR944トンネル仕様機
ツインヘッダ付きのトンネル掘削に特化した仕様機。
アーム、シリンダ、配管のプロテクタが際立っている。
開放タイプのキャブは角柱製の見た目にも強靭そうな専用品

 である。



Volvo



ＶＯＬＶＯ（ボルボ）社はキャタピラーと同様に、屋内・外両方に展示
 エリアを設け、新製品を含む多数の種類の製品を一挙に展示。屋外

 では大規模なデモンストレーション会場を設置し、ミニから中大型ま
 での各種建機が登場するデモを実施するなど、建機メーカとしては、
 一番オーソドックスな展示内容だった。



②ー１
 

ＶＯＬＶＯ



VOLVOﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄﾓﾃﾞﾙ
 

‘Gryphin’
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾓﾃﾞﾙでｴﾈﾙｷﾞｰ再生、高速走行する未来

 ﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄﾓﾃﾞﾙ）



JCB



②ー４
 

ＪＣＢ（英国）



JCB長ロング安全装置

旋回角検知による安全装置．他VOLVO，CASEも採用．



JCB8035

樹脂作動油タンク



JCB(イギリス）
 

これもボンネットが大きく開くことをアピール。JCBは
 丸いデザインが多く、右前方視界を損なわないように配慮している。



ＪＣＢ
 

ＪＳ２２０（左）、ＴＥＲＥＸ
 

ＴＣ１４０（右）

各社ともガラス面積の大きいキャビンが主流となってきている。



Neuson Kramer



地元ドイツのＮｅｕｓｏｎ
 

Ｋｒａｍｅｒ社。農業用機械が
 ベースで、ミニ建機を中心に展示。



NEUSON ミニメンテ

メンテ性向上に力を入れている．



ＮＥＵＳＯＮ

メンテナンス性向上のため、可倒式キャビンが採用されている。



これも新製品ではないが、キャビンが大きくチルトする。



NEUSON（オーストリア）
 

ミニバックホー、ホイルローダ、スキッドステア
 等幅広く展示

 
新製品ではないが、上回りがチルトする機構を採用



NEUSONの６ｔ機。各社ボンネットが大きく開いて、メンテ
 ナンス性の良さをアピールしている展示が多い。



MeCALAC



MeCALACホイールショベル

ドアを開けるとステップが出てくる構造になっている．





MeCALAC足回り

ミニショベルにブルドーザの様なロワローラ．



KAISER



KAISER

４つ足のハンドリングマシン



③ー４
 

ＫＡＩＳＥＲ



Menzi Muck



Menzi Muck

WALKING EXCAVATORと称して販売している．



③ー２
 

ｍｅｎｚｉ
 

ｍｕｃｋ



ﾖｰﾛｯﾊﾟ人好みの多関節機械



その他



AHLMANN ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ
(樹脂外装でかわいらしい面白いﾃﾞｻﾞｲﾝである）

一体の樹脂ホイールカバーとライトステー



南アフリカに本社があるＢＥＬＬ
 

Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ社は、同社の主力製
 品であるアーティキュレートダンプに、三角形のクローラを装着し

 た製品を展示。



BOBCAT(米国）の後方超小旋回機
 

これもメンテ
 ナンスの良さをアピールしている。



③－１
 

ＣＳＭ（チェコ）



中国勢



今回は中国メーカの出展が目立ち、公式情報では中国企業の総出展面
 積は前回比7倍に達するとのこと。品質面ではまだ差があるように思わ

 れるが、成長振りは著しい。
YUCHAI（玉柴）は中国生産台数1位のメーカ



YUCAI 1.5tから13tまで揃えて展示。一般的な機能は搭載されている。



SUNWARD（山河）
 

中国第2位のメーカ。1.7tから8.3tまでの
 バックホー、スキッドステア等を展示。



２ピースブーム、アームの回動を大きく取っている。



伸ばした状態



②ー３
 

ＳＡＮＹ（中国）



中国メーカのドリル機械、米国メーカ名付き純正
 キャブをそのまま搭載、展示。



中国
 

ＳＡＮＹ

多種のモデルを出展していた。

全体のまとまりはあるものの、外観の品質はまだ低い。



②ー８
 

ＬＩＵＧＯＮＧ（中国）



韓国勢



韓国メーカも多数展示されている。
HYUNDAI ミニ関係では1.5tから7.8tまで５機種を展示



②ー２
 

ＨＹＵＮＤＡＩ



韓国
 

DOOSAN

機種の種類も多く、スタイルも独自なものを打ち出している。

外観の品質も、ひと昔前に比べて格段に高くなっている。

ただし、どこか「和風」なイメージがある。



②－５
 

Ｄｏｏｓａｎ
 

リトラクトロワー



特殊もの



LINDEのﾌｫｰｸﾘﾌﾄ（ﾃﾞｻﾞｲﾝに特徴有り）



ATLAS(WEYHAUSEN)&DEUTZ HYBRIDの内部
 （ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞﾍﾞｰｽだが、ｴﾝｼﾞﾝ＆電気ﾓｰﾀ、冷却系を美しく配置）



Liebherr ﾎｲｰﾙ式ｼｮﾍﾞﾙの軌道走行車
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